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デ
ー
ヴ
ィ
，
ド
»'
,リ
岁
1
ド
オ
の『

經
濟
-厚
理』

が
初
め
て
.出
版
せ
ら
れ
た
ー
千
八
百
十
七
年
か
ら
、
ジ

0
ン

チ

ュ
ア

ー

ト

i
 

の『

經
濟
原
理1

の
初
版
が
公
に
せ
ら
れ
た
二
千
八
百
四
十
八
年
に
，至
る
明
に
介
在
す
る
期
間
は
、
時
代
其
の
-̂'
が
、
多
く
の
點
に
故
い 

て
、
リ
ヵ
丨
ド
ォ
の
偉
著
を
產
ん
だ
時
代
の
獲
で
ぁ
つ
た
だ
け
に
、

經
濟
學
說
史
上
に
於
い
て
も
、
韻
原
理
の
發
見
ょ
り
も
、
寧
ろ 

リ

ヵ

ー

ド

オ

の

所

論

を

龃

述

し

.繼
承
す
'る
を
3日
と
し
た
其
の
:«
«
流
に
ょ
つ
ズ
占
領
せ
ら
れ
て
居
つ
た
を
代
で
ぁ
る
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。 

狗
に
»
•此
の
期
間
.に
於 

> て
は
' 
リ
，功
丨
ド
ォ
の
理
論
は
絕
大
な
る
勢
力
を
以
つ
て
經
濟
思
想
界
に
君
臨
し
-
其
の
直
接
後
繼
奪
は 

孜
々
汲
々
と
し
て
彼
れ
に
ょ
つ
て
ポ
ビ
ュ
ラ
i

ら
し
め
.ら
れ
た
方
法
-に
從
つ
て
抽
象
的
論
述
を
行
ふ
こ
と
を
宗
と
し
、
只
管
.
彼
れ 

の
學
說
を
解
說
し
敷
衍
し
つ
、
ぁ
つ
たs

で
ぁ
る
。
然
し
な
が
ら
、
此Q

時
代
に
於
い
て
、一

方
に
は
：T

f
ト•

f

H

ン
泛
び
過 

激
な
る
勞
働
通
動
の
指
_

等
が
、
リ
カ
丨
オ
に
よ
つ
て
代
.表
せ
ら
f

全
思
想
體
系
を
敵
視
し
、
之
れ
を
棑
擎
せ
ん
こ
と
を
努
む

•る
と
电
に
、
他
方
に
'は
又
？ —

，
>
.
!
<
• 

ロ
バ
ー
ト
•
マ
ル
.サK

を
初
め
と
し
て
”1

部
の
經
濟
學
者
等
が
の
點
に
於
い
て
リ
カ
ー
卞 

オ
學
說
と
.

一

致
し
な
が
ら
も
、
\諸
他
の
'點
-に
於
ぃ
.て
は
之
れ
に
對
し
て
異
議
爲
へ
、
其
の
修
正
を
主
張
七
て
、
這
般
の
經
濟
理
論
の 

.中
に
潜
む
階
級
的
對
立
關
民
の
不
可
.避
性
と
非
妥
_協
性
と
を
免
れ
-ん
こ
/と
を
期
し
つ 

>

 

あ
つ
た
事
實
を
注
' ^

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯 

く
の
如
き
.時
代
に
在
つ
て
、
正
減
摩
派
の
圈
外
ft
立
ち
、
力
强
I

の
一
般
的
態
度
を
拒
否
し
て
、
歷
史
.的
方
法
•を
主
張
し
、
統
計
の 

.重
要
性
を
强
調
し
、
而
し
ち
^
<«-
奴
行
動
に
.及
收
す
姆
去
の
經
驗
及
び
私
會
制
度
の
影
響
を
カ
說
せ
る
者
に
.、
リ
チ
ャ
ー
ド
*ジ
*

1
ン 

ズ
.

(Richard 

J
O
I
)

が

あ

つ^.
。

ジ
„

_

l

y

ズ
は
-リ
カ

ー

ド

本.の
地
代
學
說
に
對
す
る
批
評
家
と
し
て
*
も
廣
く
知
ら
れ
る
所
で
あ 

つ
て
"
其
‘の
主
著
は
實
に
飢
‘橋
に
於
い
て
同
大
學
鉀
用
印
刷
者
ジ
.-
ン
，
.
•
ス

ミ

ス

(
J
&
n

 s
l
h
)

に
ょ
つ
て
上
梓
せ
ら
れ
、

一
千
八
百 

三
十
一
年
' 
倫
敦
ア
ル
べ 

'丨
'ル
#
ジ

•
ン

*

マ
ー

レー
(John 

M
u
r
r
a
y
〕

か
ら
出
版
せ
ら
れ
^

『

富
の
分
配
及
び
課
我
の
諸
源
東
に 

_

r

•
る
.
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...1

部
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^

Essav on. the. sstributio

'p:..or Wealth, ...and 
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o
n
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t
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'
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O
U
K
'
^
e
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T
a
x

'l»ti9n, 
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I
1
R
I
0
.

と

題

す

る

も

.の
^

:&
.か
0'
本

書

社

序

文.及
び

目

錄

四

十

九

頁

、

本
文
三
百
ー
一
，十

九

頁

-
附
^0

、

十
j

M
ょ
り
成
る
八
折
判

激

1 '
: ^(

,
橋
_

羅

豫

局

^

您

■
露

湖

墨

_

ぎ
.變

_

视
く

;:
0

^

の
莕
し
た
ft
書
に
對
し
て
啟
之
れ
を
見
る
こ
と
が
豨
で
は
な
‘か
つ
た
の
で
あ
る
。 

•

，

此
の
書
は
.

一

千
八
百
四
十
四
苹
、.
.
.
：新
版
を
出
し
、
更
ら
に
1
于
八
百
九
十
五
午
、
ア
■ァ
シ
ユ
リ
ィ
敎
授
の

w
c
l
s
i
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classics.. 

裳
書
中
に
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萃
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古
极
轾
濟
寄
播
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C

炎
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5

:

，タ
ン
プ
リ
ッ
ジ
•
ウH

ル
♦ッ
に
生
れ
た
。
彼
れ
の
家
は
ウ
JC
1
ル
ズ
出
で
あ
つ
て
ノ
其
ひ
髖
朽
に
は
ケ
ル
ト
民
族
の
血
が
流
れ
て
g
つ

:
た
。
：彼
れ
の
银
地
タ
ン
ブ
リ
ジ
ジ
.
.
•
ウ
.チ
ル
'
/は
.一
千
六
百
Q
六
年
の
.頃
に
ft
見
せ
ら
れ
た
鐵
鑛
哀
で
有
名
な
盛
り
^
で
あ
つ
て
、#
れ 

:の
、父

は

此

の

町
•で
辯
護
士
を
レ
て
居
つ
た
。
黴
れ
自
身
も
亦
、
' 法
律
を
以
つ
て
一
家
を
成
さ
ん
こ
と
を
志
望
し
、
其
の
明
敏
な
る
頭
腦
：

‘と
睐
盛
な
る
氣
カ
と
生
得
の
雄
辯
と
は
又
、
，此
の
方
面
に
於
い
て
成
功
を
贏
得
せ
し
む
る
に
充
分
な
る
も
の
が
.あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、

而
4
,

其
の
健
康
上
の
缺
點
は
終
に
彼
を
し
て
他
の
進
路
女
取
る
こ
と
を
決
意
す
る
の
芒
む
な
き
に
至
ら
し
め
、
僧
侶
た
ら
ん
と
す
る〕 

の
目
的
を
以
づ
て
劍
橋
に
送
ら
れ
た
。
-彼
れ

は

.千
八
百
十
二
年
十
月
、

一
般
入
學
年
齢
.ょ
り
稍
や
後
れ
て
、
ケ
ー
ヤ
ス
•
コ
レ
ッ
デ
に 

入
り 

' 

1

千
八
百T

■六
年
.：V文
^
得
業
士
.と
爲
：つ
'て
，
.''
'
_聖
職
を
授
け
.ら
^
、.
'
:
1
'

千
八
百
十
九
年
_に
.は
文
學
士
.
.と
爲
_'つ'た
-,
0
彼

れ

は

最

初

、
.
， 

サ
ッ
セ
ブ
ク
ス
郡
に
於
け
る
收
師
補
職
に
任
命
叱
ら
れ
、1

千

八

-1
1汁
ニ
年
、
ウ
ェ
ス
ト
ハ
ム
に
近
い
ケ
ン
ト
郡
ブ
ラ
ス
テ
.ッ
ド
.の
. 

牧
師
補
と
爲
り
、
翌
二
十
三
年
、
ブ
ー
フ
‘ィ
ト
ン
、
ク
ィ
ン
ス
•
パ
ー
ク
の
i

マ
ス
•ア
ッ
ッ
リ
ィ(

^
げ
0

|(/
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トoharlotte.3

と
結
婚
し
た
。
彼
れ
.の
主
著『

富
の
分
配』

は
實
に
ブ
ラ
タ
テ
ッ
ド
に
於
い
て
權
俄
せ
ら
れ
る
，忙
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

而
し
て
此
の
地
に
在
つ
て
、
彼
れ
は
又
、
-幾
多
の
崇
高
な
る
大
著
述
の
計
戴
を
建
て
た
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
い
漸
次
、
實
際
的
活
.• 

動
に
對
.す
る
興
味
と
更
ら
，に
世
間
的
な
る
坐
涯
に
對
す
る
刺
戟
と
は
、
恥
索
と
著
述
の
快
味
に
打
ち
勝
た
ん
と
す
，る
に
至
ク
た
''
0
.
,
彼
.れ 

が
：其
：のT

國
民
經
濟
學』

woliti.

a
. 

Economy of 

Nations.)

を
草
す
石
が
爲
め
の
資
料
と
し
て
集
積
し
た
夥
し
き
高
に
達
す
る
事
實 

と
是
办
等
の
事
實
と
結
合
^
て
其
の
腦
裡
に
宿
し
て
居
つ
た
幾
多
の
斬
新
奇
拔
な
る
思
想
系
列
と
を
知
る
-^
は
、
满
-の
著『

富
の
分
配』

 

完
成
の
希
望
が
徐
々
に
消
滅
じ
つ
-
あ̂
つ
た
_こ
と
を
遺
憾
と
せ
ざ
る
^
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
0
而
も
、
彼
れ
.の
，實

際

的

勞

作

は

其

の 

理
論
的
知
識
と
緊
密
に
結
合
せ
ら
H.
、泡
に
X*
、是
れ
ょ
り
し
て
成
育
せ
3
も
の
で
あ
つ
た
。(Rev. w

i
m
^
m

 Whewell, 
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'九.四
.‘ 

§@

.

Jones, 

1859, 

p. 

x
x
i
vs
o
. 

•
•

ジ
ロ
.
iン
ズ
は
、.
一
千
八
百
三
，十
三
年
、
、
倫
敦
，
Co
;
新
，設
キ
シ
>

ス
、
1
レ
ッ
ノ
デ■の
經
濟
學
^

^
に
任
命
せ
ら
れ
、
同
年
二
月
こ
•十
七 

n
に
興
の
序
講
を
行
つ
た
。
其
の
後®.
許
な
ら
ず
し
て
八'折
判
と
し
て
儉
敦
で
出
版
也
ら
れ
た，

A
n

 

Jntrauntory 

Lecture 

co. 

Political 
wconomy, 

delivered at 

King,s 

College, 

with a syllables 

of a-c§
rs

c>
0
H>lectures on the 

名
^

^

a

L
a
b
o
u
r
.

が
^
れ
で
あ
る
。
彼
れ
は
又
、
同
^
、
偷
敦
に
於
い
て

 A
‘few Re

m
a
i
n
s

 

on-the p
r
o
p
o
s
£

 Commutation of Tithes. 

と
題
す
る
八
祈
判一
卷
を
出
版
し
た
？

'

彼
れ
は
睞
に
へ
イ
リ
ィ
べ
V
ィ
，の
•東
印
度
學
校
を
訪
れ
、
同
校
敦
揆
マ
，.ル
，サ
坎
と
.面
識
を
有
し
て
居
づ
た
の
^'
-
あ
る
が
、

マ
ル
サ
ス
、
 

が
ー
千
八
百
三
十
四
华
十
二
月
を
以
っ
で
長
逝
す
る
や
、
彼
れ
は
？

1字

3£
-
年
ー
'ー.ー1
?、
其
，の
後
繼
衆
と
し
て
同
校
に
於
け
る
經
濟
學
及 

'び
歷
史
の
敎
授
贮
任
‘命
ぜ
ら
れ
た
o
,此
の
.學
校
は
東
印
度
會
社
に
ょ
っ
て
3

ー'千
八
吉
〇
五
年
-
偷
敦
に
近
い

ハ
1
ト
フ
'ォ
ー
、F
近
路
：
 

の
へ
イ
リ
ィ
べ
リ
ィ
.に
設
け
ら
'れ
た
も
.の
で
.あ
づ
て
、
同
會
社
の
役
員
た
.る
可
き
靑
年
に
.
'コ
レ
ッ
デ
敎
育
を
施
す
を
以
つ
.て
目
的
と
せ
. 

S
も
め
ヤ
あ
る
:°
此
處
に
，彼
れ
の
.先
任
#
.マ
.ル
.サ
ギ 

て
居
ク
だ
の
で 

あ
る
ぐ
ジ
a
1

ン
ズ
が
其
の
後
繼
者
に
任
命
せ
ら
れ
た
の
は
、•膝
式
上
で
は
現
事
會(court 

o
f 

Directors)

に
於
い
て
^
あ
っ
た
が
， 

實
條
に
は
同
會
長
セ
ン
ト
•デ*

丨
ヂ
®
ク
■ッ
力
ァ
，(S

t
.

0
-8
凡
-̂/.T-ucker)

‘
の
.手
*に
於
.い
て
^
あ
る
^
解
忙
ら
れ
て
ゐ
る
。
彼
れ
は
.恰 

も

理

事5#
，
の

廢

止

が

問

題

と

爲

っ

て

谓

っ

た

際

に

任

命

#-
'
ら
^-
た
の
で
'2
>
つ
て
、、/
#:
ル
の
最
初
の
住
期
は
單
£,
‘箇
年
に
過
ぎ
：な
が
っ
. 

.た

.

.
而

し

て
■̂

.の
後
«
^-
ロ̂

:^
く
十
分
一
税
委
員
に
任
命
せ
ら
れ
た
ヵ
爲
め
に
彼
れ
は
辭
表
を
提
出
す
る
に
至
っ
だ
の
で
あ
■る
が
、
理

事
等
が
留
任
を
要
望
し
た
が
爲
め■に
、
彼
れ
'は
其
の
死
.の
直
前
に
至
る
迄
、
敎
授
職
に
留
ま
る
こ
と
、
爲
っ
た
.の
.で
あ
る
0(

w
h
e
w
e
l
v
.

 

o

y
-:
p
.
r

p, xxvi 
し
：0
. 

■

.
ジ*

1
ン
ズ
は
ー
节
八
百
三
十
/>
年
に
於
け
る
十
分
.一
稅
金
錢
代
納
法(

|

^:
|

.0,
|

3

|

5

^

於
.い
て
敎
會
維
持
、
[#
紅
扶
持
.の
.自
的
を
以
つ
亡
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ア
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蘭
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«. 

• 

• 

• 

• 

I 

•■ 

. 

. 

» 

> 

' 

- 

.. 

. 

. 

J 
. 

- 

• 

: 

- 

.

.

. 

■

»
.

.
系
を
產
み
出
し
た
の
で
あ
.る
。
然
し
な
が
ら
、
.
.そ
が
過
去
及
び
预
在
に
於
け
る
人
類
の
.狀
顧
と
全
然
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
，を 

明
か
に
す
る
が
爲
め
に
は
、
單
に
現
存
CD
.
.世
界
に
對
し
て
.博
く一.

瞥
を
加
へ
'る
を
以
つ
て
足
.れ
り
と
す
る
の
で
あ
る」

o(

p
. 

?

&

0

0 

.
ジ
• *
1
ン
，
を
以
っ
て
觀
れ
ば
、
マ
ル
サ
ス
.の
人
ロ
論
は
说
ほ
一
.層
無
淺
に
濫
用
せ
ら
れ
た
o 

■マ
ル
サ
ス
自
身
及
び
其
の
祖
述
^
は
、

\

，
彼
れ
等
の
取
り
扱
.ひ
っ
、
あ
る
要
素
の
上
に
趄
t
得
可
き
重
要
な
る
，變
化
を
觀
過
し
、
而
し
て
何
等
其
の
正
當
を
證
明
す
可
き
も
の
の 

な
：

S

社
會
の
將
來
に
蘭
す
る
意
見
を
發
達
.せ
し
め
た
の
で
あ
，る
。
ジ
ョ

1
ン
ズ
は
、
農
業
收
益
の
㈣
殳
的
な
る
^
㈱
的
減
キ
豸
の
菁 

積
の
_
步
に
及
ぼ
す
推
定
的
な
結
果
.、
.斯
く
て
又
、
.其
ル
自
體
虛
•偽
な
る
事
實
ょ
り
.す

る

誤

：れ
.る

推

理

に

庶

る

、

之

れ

に

對

、應

し

.
て

人 

類
が
增
加
し
っ
X
あ
る
總
數
に
對
し
.て
資
黻
を
備
ふ
る
の
力
，な
き
と
と
.に
關
す
る
觀
念
を
.排
斥
す
'る
o
哲
學
者
が
一
個
の
理：

論
を
解
明
- 

.
せ
、ん
2
し
て
.藻
進
し
っ
、
あ
る
際
に
は
、
.彼
れ
等
の
生
息
す
る
世
界
に
ょ
っ
て
提
示
せ
ら
る
、
正
誤
に
對
し
.

y

其
の
眼
を
閉
tl
o

vあ 

‘
る
こ
と
が
.往
々
に
し
て
認
め
得
ら
れ
る
。
.然
し
な
が
ら
、
人
類
全
體
は
‘、
普
遍
な
る
大
原
理
.が
幾
多
の
原
因
の
I

I

作
用
I

中 

--:
、に
發
見
せ
龙
多
可
農
方
法)

に
：關
す
多
更
^
に
捕
：全
：:^
る
見
解
に
甚
礎
を
有
す
る
他
ゅ
暂
性
ぢ
有
す
る
^
經
濟
學
に
在
づ
て
普
遍
的
..と 

:
:稱
す
务
定
_
:が
、；唯
屬
社
會
に
對
す
る
最
|
廣

汎

农

る

觀

察

：
の
：

4
に

霍

笼

せ

务

队

擇

る

の

ー

事

實

だ

會

得

.ず

る 

銳
敏
の
多
く
を
'
.要
す
る
も
の
.で
は
な
い
o
種
々
な
參
情
の
下
に
置
か
れ
た
人
類
の
大
集
圈
の
地
位
及
び
進
#
を
決
定
し
、
犮
其
の
行

.

•

爲
を
支
配
す
る
說
原
理
は
唯
り
經
驗
に
.訴
へ
る
こ
と
に
依
っ
て
の
‘
探
知
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
0*
洵
K
、
單
な
る
意
識
的
努
カ
に
依
- ;
.

■:

良
己
ぬ
意
見
ひ
感
情
透
動
觸
と
其
の
偷
人
的
觀
察
が
麩
職
炎
谷
範
圍
迄
諮
灰
丫
ー
而
し
弋

.:
:
理
す
る
'に
依
な
ヵ
彼
れ
自
身
志
精
神
的
若
し
光
は
献
體
的
資
質
吃
於
^
祀
餘
違
ぱ 

： 

1

.
1

、

敎
裏
び
政
治
の
相
違
に
よ
つ
て
影
響
せ
ら
れ
る
人
々
の
大
集
團
の
行
爲
、
I

及
I

f

豫
知
し
得
可
し
，

.

.

と
做
す
者
は
淺
薄
な
る
理
論
家
で
な
.け
れ
ば
な
^
ぬ
。
然
し
な
が
ら
、
先
づ
镅
人
の
思
辨
.か
ら
實
際
に
存
往
し
ク
、
あ
る
人
々
の
集
餺 

.
•に
ょ
つ
て
提
示
せ
ら
れ
る
經
驗
の
結
梁
に
訴
へ
る
と
共
に
、
吾
人
が
云
々
し
來
.つ
た
P
の
、
如
き
>.富
の
分
配
に
閼
す
る
楚
則
に
對
す 

_ 

,

:
る

__
*
.
.
切

ゎ

倩

念

は

直̂
^
消
疆
1>
#
对

れ

：梂

な

.
の
敢
高
な
る
國
々
は
常
に
農
業
能
率
減
退
の
雷
を
.現
す
,̂
の
で
は
：な
<

、
：.
却

つ

セ

ト

通

常

ハ

最

大

欢

る

人

ロ

が

其

め

勞

敵

者

の

亵

少

:'

. 

部
分
の
盡
カ
に
依
■つ
て
、
最
大
な
る
充
實
を
以
つ
て
維
持
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
も
の
で
お
る
こ
と
を
吾
人
に
知
ら
し
办
る
の
で
あ
る
。
而

- 

し
て
1
ジ

*

1
ン
ズ
は
义
、
ょ
り
富
裕
な
る
國
々
及
び
上
り
富
裕
な
る
，階
級
は
到
る
處
に
於
い
て
他
の
も
の
ょ
り
も
人
ロ
增
加
の
速
度
..
: 

.大
な
ら
ざ
る
も
の
..で
あ
る
.こ
.と
を
擧
示
す
'る
o (pp. :viii-xviii..)o 

.. 

ノ 

■
^

_

1シ「

ズ
泌■

.へ
：：

ば
■

席
顧
明
;*
重

.事

. 

:

の
で
あ
る
。
人
4
は
、
經
濟
學
の
主
.題
は
餘
り
に
複
雜
で
、あ
つ
.て
、
.的
確
な
る
，分
析
を
許
さ
^
る
も
の
<
で
あ
る
.と
考
ふ
る
に
至
り
つ
.
\
. 

パ
.
，
'：
':..あ
つ
‘た
の
で
あ
る
。
：彼
れ
は
齊
遍
的
に
有
效
な
ざ
經
濟
法
則
を
發
見
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
.と

宏

ふ

意

見

に

與

す

る
^-
.
の
で
は
な 

■

o

f

い
;0
彼
れ
は
單
に
總
ベ
て
斯
く
の
如
き
法
則
は
觀
察
と
歸
納
と
に
ょ
つ
て
取
得
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
ず
る
に
過
ぎ
ざ 

る
-̂

の
で
あ
.る
。
.經
濟
學
は
、-廣
く
且
づ
丹
念
に
經
驗
に
，訴
へ
て
、普
遍
的
な
る
こ
と
‘を
要
求
す
る
總
ベ
て
の
定
則
を
樹
立
し
な
け
れ
ば
'

.

.

.

.

.

.

.

. 

.. 

パ
-
'
,
.
.

'，
.

:
I 

- 

.. 

.... 

.

.

.

.

.

て
.
：
'

. 

f 

.
^

v

'-
な
ら
，ぬ
こ
と
が
承
認
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
題
と
關
係
あ
る
糧
々
な
る
現
象
を
先
ぜ
し
む
る
に
協
力
せ
；る
混
奋
原
因
ば
、
諸 

'

».
'

國
拔
史
上
に
生
起
し
、
若
し
.く
は
生
起
せ
る
が
儘
に
事
件
の
观
察
を
反
後
す
を
に
依
.つ
て
の
み
分
析
せ
ら
れ
、
檢
討
：せ
ら
れ
、
又
"
徹

'

•

底
的
に
悟
了
せ
ら
れ
る
も
の
.で
，あ
つ
て
-
極

め

；
て
稀
有
な
‘る
場
合
を
除
い
て
は
、
決
し
て
豫
考
せ
ら
れ
た
實
驗
に
付
せ
し
め
ら
る
!'
^

•

;■
;

:

と
を
得
ざ
る
の
事
實
が
確
か
に
記
憶
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
.ら
ぬ
而

し

て"

吾
人
は
斯
く
の
如
き
主
題
に
關
ず
る
知
識
の
進
步
が
困
難 

•
.

で

あ

り

、

且
つ
，徐
.々
.で
：
な
け
：れ

ば

な

ら

ず

、

又

、

そ

.は

觀

察

せ

..ち

れ

名

界

域

の

.

範

圍

、
是

れ

に

由

つ

て

表

示

せ

ら

れ

る

結

集

の

..複

雜

錯 

•

古
版
經
濟
書
解
題
.

-•V 

九
.九
...

ベ
九
o
九
V
 
•

へ
.
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解
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.
:

粽
の
程
度
に
殆
ん
ど
正
確
に
比
例
す
る
.も
の
で
魟
る
と
茇
ふ
不
可
避
の
結
論
に
’ょ
っ
て
後
込
み
し
、で
は
.な
^-
ぬ
。
而
も
猶
ほ
這
，般
の
顧
• 

慮
は
十
分
な
.る
戒
心
の
.现
-山
を
供
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
逄
れ
‘等
の
ー
も
の
と
雖
も
、
全
級
絕
，望
す
可
き
理
由
を
與
へ
る
も
.の
で
は
な

.
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,K

却
っ
て
、
歸
納
的
科
學
が
完
成
に
向
っ
て
進
ん
で
來
た
、常
道
に
於
い
‘て
ょ
く
敎
育
せ
ら
れ
た
人
々
に
は
、
吾
人
が
依
據
す
.可
き
资

:
»

の
；豐
賞
及
■
が
$

_
自
體
_
、|確
固
_
る
_
墓

祀

對

衆

そ

合

理

的
_
礎
友
«

へ
^
め

セ
.炎
1
^

歸
納
哲
學
の
創
始
者
べ
t
コ
ン
の『

新
オ
ル
ガ
ノ
ン
.
1
中
に
於
け
る
警
吿
に
邳
を
傾
け
る
こ
と
な
\
ノ
'歸
納(

8?
&&

§〕

の
道
±-
り
も
豫
' 

想cantiap'ationv

の
其
れ
を
選
み
'
是
れ
に
由
っ
て
の
み
唯
り
知
識
が
、安
全
に
獲
得
せ
ら
れ
得
る
不
可
避
の
條
件
、
命
ぜ
ら
れ
た
勞
作 

fc
&

_
u;
、.

「

：：K
般

的

原

赃

を

酿

立

电

ル

知

努

が

备

ぬ

^
^

り
に
早
急
な
る
に
#
す
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、，
眞
理
が
逸
脫
せ
ら
れ
る
に
至
っ
だ
の
は
、
此
の
錯
雜
し
た
問
題
に
於
い
て
す
ら
、
人 

.類
の
« '
-

史
^
狀
態
^
^-
麗
す
る
確
*
綿
密
な
^
調
查
が
 ̂

て
”
誤
扉
を
流
布
す
る
こ' 

と
の
最
も
大
で
.あ
っ
た
人
々
•が
金
然
斯
く
の
如
き
撿
討
を
遂
行
す
る
の
任
務
を
事
實
上
、囘
避
し
‘、
彼
れ
等
が
其
の
推
理
を
打
ち
建
て
た 

觀
蔡
：を
、
#

接

ー

に

彼

れ

事

ぞ

圍

繞
.:
1
.喪

地

球

面

办

小

部

汾

に

局

限

.1
;
、
ブ
而
し
：
：
て

後 

眞

實

：で
あ
る
と
し
*
も
-'
-
:
>.

襄

<7
)
資

難

が

蒐

集

せ

：ら

机

羝

界

螺

と

筝

し

<
其

の

適

用̂

於

い

：て
％

亦 

上
部
藤
築
を
建
設
し
ょ
ぅ
と
す
る
の
擧
に
出
た
こ
と
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
。(PE. 

xviii-xxiioo 

•斯
く
：て
ジ
r

ン
ズ
は
別
箇
の
訐
畫
の
土
に
其
の
嘗
を
著
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
0
.破
れ
の
目
的
は
、
±-
-

地
及
び
人
類
の
.勞
働

に
依

. 

っ
七
%
々

生

遽

せ

ら

れ

名

嘗

め

奋

配

を

支

：配
：す

る

原

：理

並

：び

に

種

：々

.な
名
事
情
の
下
に
生
存
.1
>
っ
、
あ
る
人
^
^
^
^

.1

の
作
用
に(

ょ
っ
て
生
ぜ
1>
;9
.ら
る
\
結
果
を
兒
ん
と
す
.る
に
在
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
れ
.は
過
去
及
び
現
'在
の
經
驗
の
み
が
、 

(

唯
り
、
這
般
：の
由
題
に
閼
w
て
、
.
.紫
に

關

す

：

：

る
豫
想
に
對
し
て
何
等
が
の
：確
實
な
る
：基
礎
を
輿
.へ
る
こ
：

a
t

が
.出

来

る

と

：一
本
ふ
_

氺

た
る
自
信
に
導
か
れV

之
れ
を
行
は
ん
と
努
力
し
た
•の
で
あ
る
。(

？ x
x
i
v
o
o

而
し
て
、
.彼
れ
は
.其
の
#
中
に
於
い
て
、

.M
驗
の
'基

.
礎

の

土

：に'

r

定
め
貧
際
的
齡
理
を
藤
設
し
於
と
藤
じ(

た
の
：：.

じ
の
、

殘

存

せ
♦
こ

と

を

認

め

て

.
ゐ

る

;0
斯
<
.の
如
き
過
程
中
に
於
い
.て
は
、
.全

體

系

の

餘

り

：に
：匆

急

、
な

る

誅

定

:'
'
嚴
省
喪
る
普
遍
性
の
. 

早
熟
な
る
表
明
に
對
す
る
浮
躁
匁
衣
渴
想
は
、
恐
ら
く
は
依
然
と
し
て
最
も
#
戒
す
可
き
誤
謬
の
根
源
と
爲
る
で
あ
.ら
ぅ
。
最
初
先
づ 

安
金
に
取
得
せ
"
れ
得
可
き
眞
理
の
部
分
は
、
必
然
、
愼
重
且
つ
堅
忍
な
る
態
度
を
以
つ
て
遂
行
せ
ら
る
ゝ
經
驗
の
限
定
せ
ら
れ
た
界 

域
の
上
‘に
設
定
せ
ら
れ
た
狹
隘
な
る
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
層
科
學
的
舉
純
性
を
有
•す
る
；史
ら
に
廣
洗
な
る
膂
遍
性
は
、
是
れ 

等
の
中
問
的
眞
理
が
通
達
せ
.ら
れ
た
後
に
於
ぃ
て
の
み
、唯
り
幾
及
せ
ら
れ
得
可
き
も
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
シ
ズ
は
、斯
く
の
如
き
も
の 

:

を
以
つ
て
、
眞
正
且
つ
永
久
な
^
科
學
に
取
つ
て
豫
定
の
行
程
で
^,
る
.と
觀
た
の
で
あ
る
。
洵
に
.、
觀
察
と
歸
納
と
を
通
じ
て
眞
现
に 

、到
達
凍
る
^
道

程

：は
：，
：寒

々

：

.ど
1>
:て
#
探

ぬ
_

_
な
€
<0
,择

は

队

が.が
：

〜

M
望
す
る
こ
と
は
*
少
く
と
も
、
.此

の

道

を

行

く

人

の

特

權

，で

产

る

。

(pp. 
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彼
れ
は
又
、

ll
f
r揭

『

經
濟
學
序
講』

忙
於
い
て 

_

す
* '
_
に
し
：て
數
し
_
取
0.
.»-
々
^-
る
；國

民

游-'
>
-
:ー其
砍
收
：
^

>
す
哉
笟
ち
ぱ
、
,:
.
:余
は
洵
：£
菩

：人

：
：の

自
_
臨

馨

：龙

冬

苽
_
嚴

嫉
_

—

|筋

：
で
；
あ
 

る
 J

と

說

い

て

ゐ

今
.(

G
t
e
r
a
r
y
:

 

R
e
m
a

頁

 

o
p
,
,

 

d
t
'

 p
p
^
^
^

 

5
6
s
.
5
.6

9
,
)

タ
 

.

'
四
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\'
:

'
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/
■
•

•

•

•

;
:\
斯

义
^;
:
^
_^'
,

ズ̂

海

；
海'^
歷
：史
的
ー
見
_

說
が
次
第
に
成
功
を
收
め
つ
-1
あ
る
の
時
に
當
つ
て
、
I
の
結
論
、
殊
に
地
代
忆
關
す
る
も
の
は
唯
り
氣
近
の
時
代
及
ガ
最
小
の
地
域
■ 

.

.に
の
み
適
用
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あK?.

と
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
：
旣
_に
リ
カ
ー
ド
オ
の
地
代
說
に
對
す
る
反
對
意
見
は
、

,
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.
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.
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.
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击

版

終

濟

書

解
.題
.

• 

> 

!

〇
ニ 

(

九

ニ
5: 

ト

マ

ス* 
ロ

バー

ト
•
マ
ル
サ
ス
に
よ
つ
て
其
の.Frindjples

OH,jpoHtical 

w
c
o
s 日
 y

 

considfr^i 

with a view 

t° .their 

I

s

 

A

i

a

l
 

1

00
2
P
•中
に
表
明
t

れ
，(

昭

和

十

一

ー

年

版

馨

靈

濟

學

史

し

五

兰

三

丨

芄

四

^
頁
參
照)

、
其
の
翌
一
千 

八
百
二
十I

年
の
落
に
於
い
て
、%

气
ン
•
タ
レ
1
グ

(
J
o
h
n

 

C
r
a
i
g
)

は
.、
地
代
說
を
論
評
し
ズ
、
土
地
ょ
り
の
收
人
と
資
本
ょ
り
の 

收
入
と
の
間
の
類
似
を
注
意
し
、(

R
e
m
a
r
k
s

 o
n

 s
o
m
e

 

Fu
n
damental 

Doctrines in Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

.
 illustrated-by .a 

Brief 

Inquiry 
.

1

1 t
h
e

.wcononjicai 

s
t
as-
5s*
c
e the 

y
i 1815, 

p. 

1
300
.

)

，

又
、1 、

千
八
百
卜
四
年
七
月
に 

T
h
e

 

F
a
n
n
e
'
s

 

J
o
u
r
n
a
l
,

認
上
に
發
表
せ
ら
れ
■

£-
'

|文
に
於
い
て
、
穀
物
愤
格
響
の
原
因
を
論
じ
、
而
し
て
十
四
年
十|

月

_

: 1
謙

1

1

_

: 1
-
達

證

1

醫

薩

::
1

1

囊

の
調
盤
者
で
あ
りJ

、

又
、•

「
土
地P

地
代
は
生
產
に
資
す
る
諸
經
費
及
び
赞
本
の
哿
通
の
利
潤
が
避
除
t
ら
れ
た
後
に
殘
存
す
る
純
粹
な 

る
餘
剩
收
益
で
あ
る」

と
云
ふ
學
說
を
表
明
せ
る
點
に
於
'
-V
i.
て

地

代

學

-
說

の

馨

の

構

成

.者
と
看
做
さ
れ

て

ゐ

る

ジ
W

ン

•

ル

丨

ク

 

(
J
o
h
n

 R
o
o
k
e
〕

は

是

れ

%-
u
i民
雜
誌』

誌
上
の
諸
論
文
を
蓝
と
し
た
其
の
一
.千
八
百
一
ー
十
四
年
の̂

か

Inquiry 

into 

the 

p

f
 

iples 

of 

National w
e
a
l
t
h
r
l
l
l
l
a
t
e
d

 b
y

 the 

p
l
c
a
i

 

E
c
o
n
o
m
y

 

of the 

British E
m
p
i
r
e
.

こ
於
い
て
、
リ

于

ド

ォ

が

一

時
的
、
具
體
的e

妻
を
觀
過
せ
る
.こ
と
を
非
難
し
て
居
つ
た
ひ
で
あ
る
が
.、
遂
に
ジb

1
ン
ズ
に
篆
て
、
？

な
名
國

國
に
於
ぃ
て
雷w

れ
得
る
か
、
若
し
く
は
相
興
れ
る
時
代
に
於
ぃ
て
.存
在
し
て
居
つ
た
相
異
れ
里
地
所
有
榴
の
形
態
か
ら
，其
の
也
.、：
 

代
論
を
出
發
せ
し
め
た
.の
•で
あ
る
。

‘ 

•
. 

-

-■ 

,-
■

.

'

 

• 

* 

, ...

 

. 

' 

'e
v
' 
.

.
■
-

.
■
- 

- 

. 

- 

- 

-

■

.

-

 

, 

■ 

' 

. 

• 

■

.

•
シ

ー
ン
ス
は
地
代
の
起
浞
を
■
人
類
の
- ^
も
不
精
鍊
な
る
勞
働
声
對
し
て
す
ら
、
耕
作
者
自
身
の
生
活
に
取
つ
て
必
耍
な
る
以
上
.

の
_

_

_

_

驗
_

證

.§
^

に一

定
の
貢
納
v

i

e

〕

を
支
拂
t

と
I
得
せ
し
め
る
。
f 

4
0
。

彼
れ
は
、
最
良
の
土
地
が
最
初
に
耕
作
せ
ら
れ
M-
し
て
、
ハ
い

パ

眭

き

决

度

：
の

.土
地
.
.に
依
賴
し
若
し
'<
;
-は

減

少

：
！

'
镇
 

春V
#

代
ば
#
め
て
發
生
す
る
為
す
地
代
の
起
源
に
關
す
る
リ
カ
ー
ド

オ

塞 

彼
れ
に
從
へ
ば
、
斯
く
.の

如

き

事

.
一
 

'
態
は
« -
る
こ
翁
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
そ
は
抽
象
的
可
能
.*
で
あ
る
、
而
も
、
世

界

の

過

去

の

歴

史

と

現

在

の

狀

態

と

は

議

の

事

態

. ̂

:
が
#.
際
的
眞
實
で
は
な
<^
'
又
、
曾
つ
.
.て
實
際
的
眞
實
で
あ
つ
.た
こ
.と
も
な
か
つ
た
事
、
及
び
政
治
都
學
の
儲
體
茅
の
装
礎
と
し
て
之
_ 

.

上
' 

れ
を
瑕
定
木
る
■は
單
I

装
想
に
過
ぎ
な
い
事
を
明
か
に
す
る
夥
し
い
盡
，據
を
與
へ
.る
。
9
' 

f
o
。

彼

、れ

は

較

碧

.地

代

と

は

全

然

別

箇

、

.1 

.
ゥ

猶

亂

地.ft
: 

Q.

存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
o 

.

.

.

即
?>
日

く「

現
實
の
人
間
社
會
の
進
步
に
於
い
，て

は

人

民

の

多

數

が

禮

れ

.

一
 

.

_
取
得
し
得
る
が
如
き
條
件
に
於
い
て
土
壤
を
耕
作
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
擁
死
也
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
つ
た
時
*
又
、'
彼
れ
筹
の
道
：
 

'
:
ペ

一
 

•具
種
子
等
の
資
本
が
、
農
業
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
他
の

.職

業

に

在

ダ

て

：
は

、
：：
全

然

彼

れ

等

の

生

S

資

を

確

保

言

隹

不

_

な

ん

' 

• 

 ̂

.各

が

爲

か

：
に

、

：

堪

へi

い
必
要
に
_
ら
.れ
て
土
地
に
其
ひ
#.
を
束
餺
ぜ
ら
れ
た
咏
、
：雄

代

は

土

壤

め

奮

に

於

名

げ

る

を

常

上

；

：

.•
ず
る
.。
：
'
窗

.ぼ
、
.彼
ル
等
を
驅
ヴ
.て
地
代
を
支
拂
ふ
に
至
ら
し
め
た
必
要
は
、
彼
れ
等
め
占
有
す
•る
土

：地

：
の
ロ

n

.'
^
.る

あ

ら

ゆ

る

：

ニ 

1:
.違
如
ら
全
然
獨
立
じ
た
も
の
で
あ
り
、
叉
"
土
壤
が
總
ベ
て
平
等
な
ら
し
め
ら
れ
た
と
し
て
も
除
去
せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ら
ぅ」

.
一：
 

と OOP. 

l: l.)o 

、
：

；

■
.

ジV
!

シ
ズ
，は
、
'次
い
で
、
：相
異
れ
る
土
：地
，保
有
制
度
の
下
に
於
け
.る
現
實
の
雜
代
形
態
を
探
求
し
て
、
資
本
義
的
制
度
の
下
に 

一
 

於
け
る
其

の

最
後
の
繼
に
及
ぶ
の

で

あ

る

。(

前

掲

馨

五

匹

九

丨

璧

費

參

照

，

)

o
資
本
味

義
は
非
農
業
階
級
に
始
ま
る
I

と

I

 

す
る
も
の
で
あ

り

、

初
め
て
自
己
を
資
本
家
の
管
理
の
下
に
落
ち
着
け
た
も
の
は
工
匠
及
び
手
工
業
奪
あ
つ
た
ガ
，後

に

は

農

業

に

.

一
 

迄
も
及
ぶ
.こ
と

、

爲
つ
た
。
斯
く

の

如
き
變
也
か

ら

生
ず
る
裏
の
結
果
の
一
は
、
議
に
使
用
せ
ら
^
:
た

勞

働

及

び

资

本

を

隨

奮

.; 

他
の
麗
に
移
し
得
る
こ

と

，
で

あ

る0
13
七
て
、
勞
作
^
級
を
ま
の
上
に
使
用
す
る
に
ょ
つ
て
、
斯
く
の
如
き
社
會
狀
態
に
於
い
て 

一

赢

鹤

濟

窨

蜃 

S
.择

X
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,

:

は
夥
多
な
る
*
種
々
.な
る
他
の
仕
事
に
於
け
る
彼
れ
等
の
努
力
ょ
り
す
る
に
等
し
い
も
の
を
取
得
せ
ら
れ
得
る
に
非
ざ
れ
式
、
耕
作
の 

業
は
廢
棄
せ
ら
'る
可
き
で
あ
る
.°
地
代
は
斯
く
<の
如
き
場
合
に
は
必
然
耀
に「

餘
剩
利
潤」(

5
1
1
^
1结

1>3:&'
1:

)

、
即
.ち
土
地
の
，̂
に
資
卞 

.

 '

及
び
勞
働
.の
一
定
量
を
使
用
す
名
.に
^
つ
て
、
.あ
ち
ゅ
る
他
.の
職
業
に
於
い
.て
是
れ
に
由
つ
そ
取
得
-^
ら
^
、
を
得
可
き
も
の
以
ヒ
に
.

取
得
せ
ら
れ
得
る
.總
ベ
て
か
^

^
る
.の
で
あ
る
。(p. 

1
SOO
0

O彼
れ
は
最
劣
等
地
に
對
す
る
地
代
の
存
在
を
認
め
、
而

し

て

是

れ

を

以

‘

つ
て
單
に
稀
少
な
る
自
然
の
賜
た
る
土
地
に
於
け
る
私
有
權
の
.存
在
に
基
く 

V
の
.と
觀
た
の
で
あ
る
o

:

:

ジ
“
丫

隹

：は
、
'贏 

'■

#
. 

'
■■
:
.第

—
は 
> 

,
.其
.：の

軿

作

ば

於

ザ

石

資
.本
^
ょ

り

大

な

.
る

定

量

盡

 

(1 

'

.

有
效
な
る
.適
用
-
第
三
は(
•資
本
及
び
收
穫
が
依
然
と
し
て
：變
化
な
き
場
合
に
.於
•け
る
、.

〕

.、
ニ
_

の
：收

漢

备 

J 

V
. 

- 

- 
- 
 ̂

0
^
.
並
，ひ
.に
之
取
に
相
應
す
る
.地
主
の
配
分
の
增
加
で
あ
る
。..

(

-
I
s
,

)

。
リ
ヵ
-
ド
ォ
は
唯
り
第
.三
の
.原
,
の
作
用
に
關
し
て
論
.

‘

:

t
る
に
過
ぎ
な
い
？
然
し
な
.が
ら
、
，ジ®
1
ン
ズ
は
、I

度
び
地
-f
t
に
し
て
存
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
土
地
.の
相
異
れ
る
部
分Q,

沃
度
に
於
'

.
け

為

等

の

變

化

な

-<
■'し
て
：起
る
と
と
が
出
來
る
と
考
へ
る
o
彼
れ
は
現
在
に
於
い
て
は
收
益
遞
減
法
則
.と
稱
；せ
ら
る〜

所
め
も
の
、

,
.
'

'ぐ

'
:
'

'

.

:

'
即

.^
彼
れ
'の
：
語

を

：以
^
:̂
:
ず

れ

ば

：、
^
廣
^
^
本

5

*:0
;
'必
^
使

厍

せ^-
^

<

*の

增

加

に

蓮

取
^
獄
.少
.す

：
る

と

做

す

の

意

見

」

^

排

节 

‘ 

• 

V
. 

'ず
る
o

r

彼
れ
は
、
斯
.

<-
の
：如
き
意
見
を
以
つ
..て
、
耕
作
翁
術
に
於
け
る
改
良
に
ょ
つ
て
無
效
為
ら
し
め
ら
：れ
た
も
の
と
看
做
す
の
で
あ 

;

'
•

:る
。
：

(pp.

^ .^

 

彼

れ

は

又

、

リ

ヵ

ー

ド

ォ

が

想

像

す

^
の
已
：む
な
き
に
至
れ
.>ん
が
如
く
、農 

•

<

.-
V

:.

業
に
於
け
，る
總
べ
て
の
改
良
が
他
主
の
.利
益
に
反
す
る
も
の
で
な
.い
こ
と 

' 

一 

.
/

.

寄

人

は

，

需

：要

や

漸

次

的

壓

追

は

'農
業
家
を
刺
戟
し
.て
改
良
5:
-衍
は
レ
め
'
而

し

：
て
：
這

般

办

改

枭
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;,
杧
ょ
0
へ
て
‘を
人
民
を
給
養
す
る
を
見
.る
の
で
あ
る
0
斯
く
の
'如

き

過

程

が

繼

續

し

つ

、
あ

.る

間

气
.舊

土

壤

に

對

す

る

^

^

多

く

の

^
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, 

.

.

.

.

.

. 

- 

r 

. 

' 

、

■

.

.
■

,:
.

へ.資
本
の
—-
.般
的
適
用
に
ょ
つ
て
缉
せ
し
^
ら
冬
 ̂

.

. 

.

.

. 

n 

.

る
效
染
を
以
つ
て
是
.れ
等
の
も
め
\
上
に
作
甩
し
て
、
地
代
を
引
き
上
げ
る
の
で
.あ
4
。
而
し
て
、
地
主
の
利
蜜
は
如
何
な
る
場
合
に
於 

へ；
 

V,
-
て
も
^

^
に
對
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
改
良
は
、
そ
が
原i

j

物
の
高
を
增
加
す
る
の
際
に
、
人
民
の
福
祉
に
取
つv
缺く可らざ.

ニ
 

I:

;:
:

■

る
も
の
’
あ
る
と
等
し
く
‘
又
ゝ
其
の
土
壤
の
所
有
者
の
收
人
增
加
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
^
?
.
“
！̂〕

。

.
 

;

■:
:へ
ジ
w
l,
'
;
>
^
 

: 

‘

.

..

的
理
論
を
反
駁
し
て
：彼
れ
の
論
述
を
結
ん
で
ゐ
る
P
彼
れ
は
.
地
走
が
.偶
々
他
の
階
級
の
損
失
に
於
い
て
利
得
ず
る
と
と
あ
る
可
き
を 

：' 

:

認
め
一
る
0:

然
4
な
が
：ち
、1

ル
^'
资
本
家
及
：6
ぎ

働

者

も

.
 

:

ン
ぃ
'.
.
 

:
:
她
代
烬
生
__

級
の
__

<7
),»*
£

忒
っ
_

咼
取
ち
れ
る
先
と
'#
.

■，
め

ら

れ

、

又

、

利

潤

が

賃

鈒

の

.減
少

に

、ょ

つ

て

膨

脹

せ

ら

れ

る

0.
と

の

あ

る

は

異

議

な

き

所

で

あ

る

と

觀

た

。

彼

れ

は

地

主

の

社

會

的

；
 

,

 

地

位

と

.國

家

尤

構

成

す

る

他

の

階

級

-の

其

れ

と

の

間

に

は

、

.

何

等

の

相

違

も

存

せ

ざ

る

も
の
，で
あ

る

と

云

ふ

結

論

に

到

達

す

る

。
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ら
れ
て
ゐ
る
と
做
す
ジ
日

I

Z
ズ

の

法

式

は

、
、
彼

れ

に

ょ

つ

て

.反
駿

.せ
ら

れ

た

リ

カ

ー

y
オ

.の

其

れ

と

等

し

く

誤

解

せ

ら

れ

易

い

^-
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一
 

‘

で

あ

る

と

稱

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。
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•
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そ

は

见

に

角

と

し

て

、

彼

れ

の

地

代

說

に

於

け

る

偉

大

な

る

業

績

は

、

リ

カ

ー
ド

‘ォ
•

.

の
，地

代

說

.の

极

柢

を

成

せ

名

社
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基
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九

H

e 

,

態
の
間
忙
區
別
を
立
て
た
;0
彼
れ
は
是
れ
噂
.の
も
の
i

致
と
等
し
く
*
の
相
違
を
も
示
さ
ん
こ
と
を
努
め
た
。
彼
れ
は
、
她
代
が
，決 

'し
て
嗶t

な
る
原
理
に
依0

て
說
明
'，せ
ら
れ
る
.こ
.と
の
出
來
ぬ
'も
の
で
あ
り
、
種
々
な
る
-原
理
が
、
種
、々
な
各
時
'代
に
於
い
て
、
又
、

•
種
々
な
石
事
情
の
下
に
於
い
て
作
用
し
來
つ
た
と
去
ふ
結
舞
忙
到
達
じ
た
。
彼
れ
は
、
地
代
を
一
萣
の
、褪
顏
に
分
0.
て
考
察
す
る
に
由 

つ
て
の
み
唯
り
之
れ
.を
了
解
し
得
可
き
を
の
•と
觀
た
。
個
人
，所
有
權
と
自
由
競
爭
の
推
定
に
基
く
理
^I 、

は
、
共
同
所
有
權
を
原
則
と
：ヾ 

し
-地
代
が
憤
習
に
由
つ
て
規
制
せ
ら
れ
る
來
洋
の
社
會
狀
盤
-
蒞
し
く
は
又
.、
分
益
農
制
度
に
見
る
が
如
く
、
土
地
.が
慣
習
的
小
作
法 

.ま

據

.つ

.

セ
：：

保

有

せ

敗

れ

る

趣

較

g

英

國

：
に_
抵
ぜ
養
邦
國
办
據
浼
；m
對
^

か
ら
言
へ
め
> 
リ
丸
1
ド
.ォ
の
法
則
は
、
土
地
が
大
部
分
共
同
に
保
有
せ
ら
れ
、
其
の
所
有
者
ど
耕
作
者
と
の
間
の
關
福
が
自
由
篛
爭 

に
ょ
つ
そ
支
配
せ
ら
れ
る
こ
•と
の
釔
；

S

中
世
的
經
濟
狀
態
に
は
適
用
’
.せ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
-斯
ぐ
て
、
彼
れ
は
、
地
代
を
、
種
 々

な
る
國
民
の
間
に
存
す
る
所
に
從
つ
て
、
勞
働
地
代
叉
は
隸
農
地
代
、
分
益
農
’地
代
、
ラ
'
.ィ

ア

、ゾ

ト

地

代

、

d

ッ

チ

ア

ー

地
代
等
の
へ
へ 

ザ
ン
ト
地
代
及
び
フ
ァ
ー
マ
ー
地
代
に
分
つ
。
斯
く
の
如
き
主
題
の
取
り
扱
.ひ
方
は
、
彼
れ
が「

蔚
國
民
の
經
濟
學」

と
评
'び
惯
ば
し
た
、
 

.所
の
も
の
で
あ
る
。

.
‘ 

, 

■ 

• 

■

.

:
:v
:
:
.::
,
_:'
v
ッ

彼
队
がT

地
代』

に
，次
い
で
公
に
し
ょ
ぅ
.と
し
た
其
の
蓉
の
部
分
は『

賃
銀』

で
あ
つ
^.
•蓋
し
、
彼
れ
が
地
球
の
經
濟
的
狀
態
に
關
す 

る
世
界
誌
的
調
查
^-
依
.つ
て
、
勞
働
敦
の
.種
類
、*
銀
が
種
々
な
る
國
九
に
於
い
セ
取
る
形
態
及
び
:̂
が
社
會
の
上
に
生
ず
る
結
來
は
、

へ■地
代9.

其
'れ
：の
如
く
檬
々
な
る
の
觀
あ
る
が
放
で
I
る
。
恰
も
-
彼
れ
が
地
代
を
一
定
の
種
類
に
區
分
し
た
が
如
く
.'
彼
れ
は
又
‘
勞 

.働
者
を
'輝
々
な
.る
國
：々
.に
於
け
_る
彼
れ
爲
の
：狀

:«
に

從

つ

て

：
三

大
.種
に
類
別
し
た
、
：即
ち

，.
.る
地
所
を
耕
転
し
、
而
し
て 

> 自
ら
產
泔
.レ
'0
1 -
,ぁ
'る
賃
銀
公
&
-
.>0
3
贫
8
<
1

w
a
g
e
s
)

に
生
活
す
る
雇
傭
せ
^
れ
な
い
勞
働
者
、
.第J

一

v

は
、
；其
の
雇W

の
收
入c

r
e
v
e
n
g
)

若
し
，く
は
所
得
か
ら
直
捧
に
支
拂
は
れ
る
勞
働
漭
'
笫
三
は
、
其
の
雇
.主

の

寒(C

爸

tal)

か
ら
支
べ
:

.

ぐ

： 

f 

: 

■
 

拂
は
れ
石
被
傭
勞
働
者
で(

あ
るo

'.(Liter:ary R
e
s
a
i

灵

13 -14 , 

SG.-S1 ,

1
1
5-1
1
6:
前
揭
拙
著
五
丄
ハ
‘四
|
五
頁
.參

.

.一
 

I
:

:
;

■
:
:
.

照)

。
彼
れ
は
此
：の
主
酔
：に
：關
ナ
苓
資
料
及
び
思
索
の
夥
し
：い
高
を
書
き
留
め
、
而
；し
¥
之
れ
：に
關
す
る
其
の
：著
^

^

;-
.
:
|
: 

一：：，：

.

'

'

の
準
備
が
殆
ん
ど
成
つ
.た
ど
自
信
す
务
こ
：と
も
時
折
.は
あ
0 .
^.
の
で
'あ
る
が
、
前
述
ぜ
る
が
如
骞
他
の
勞
作
：に
逍
ば
れ
、
、
終
に
其
の
..\

I::

. -
，
ご

' 

^

V

 

.'
ま 

_
'
v 

然
し
な
が
ら
-'
藥
き
に
l

t
せ
る
偷
敦
中
V
XグK

 
•
=»
>
， 

.
1

『

：
' 

- 

, 

■ 

■ 

■

.

.
'

 

■ 

- 

フ

- 

'
.
'
: 

. 

. 

' 

V
.
, 

フ
.
.
'
-
.
■
'

. 

■ 

- 

' 

.
--
.

.

‘さ
る
可
き
其
の
經
濟
學
原
理
め
最
良
な
石
六
般
的
楝
概
を
含
有
ず
る
も
め

 ̂

彼
れ
は
、へ
生
產
と
分
.

:

. 

';i 

'•
■
"

配

と

：
の

間

岐
_
係
に
就
^
で
％

ス̂
、
.：種
：
^
 

:

•■
;-
,
: 

. 

.政
治
組
織
が
典
の
經
'濟
組
織
に
ょ
づ
て
吏
配
せ
ら
，れ
る
態
檬
.を
指
示
し
た
の
で
.あ
'
.る
。
彼
れ
は
、
經
濟
學
の
.

11

主
要
部
分
た
る
生
產
及 

“

:

.

:
'
v
'
..
:
'
.
v
び
分
配
.、の
■•中
丨
其
^

.:/\M 

一
. 

分
配
に
先
き
立
た
な
け
れ
ば
龙
k
ぬ
。
然
し
な
が
ら
* 
.一
 

宛
の
富
は
、
何
等
か
の
も
の
が
分
配
せ
ら
れ
.得
る
以
，前
に
生
•鹿
せ
ら
れ
な
け
.

'

 

j 

ト
 

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、r

人
民
の
進
步
の
初
期
の
段
階
に
於
い
て
採
用
せ
ら
れ
た
其
の
土
地
及
び
勞
働
の
箝
物
を
分
配
す
る
の
形
•
，
. 

： 

\ 

:

.

.

.

.
態
及
び
樣
式
は
、
.幾
時
代
の
間
其
の
娜
友
探
ね
る
ヒ
と
の
出
來
る
社
會
の
性
質
及
び
習
慣
の
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
•
.で
あ
つ
て
、
そ 

-

は
多
數
の
場
合
に
於
い
て
斷
じ
て
沿
減
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
.な
く
、
而
し
て
、
這
.般
の
‘影

響

は

ハ

吾

人

が

種

々

な

る

國

埒

の

生
！
：：

力
及 

I 

'

 

'

び
作
用
に
於
け
る
現
存
の
相
違
を
充
分
に
歌
明
し
得
る
に
先
き
立
づ
て
了
解
せ
ら
れ
、
又
、斟
酌
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
種

々

な

る

■

.一
 

,

國
民
.が
採
用
す
る
に
至
ら
し
め
ら
.る
可
き
其
.の
收
入
b
分
配
す
る
様
•々

の
様
式
を
猓
求
し
，
且

つ

類

別

す

る

は

困

難

な

る

が

如

く

に

し

，
一
 

.•

て
而
も
然
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
人
類
の
最
初
の
所
要
物
は
食
衣
で
.あ
り
、
而
し
.て
-
大
地
.は
耕
作
背
の
1

に
對
し
て
彼
れ
の
坐 
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古
版
經
■済
書
解
題； 

ー
0
八

(

九1
0

存
及
び
其
の
家
族
の
其
れ
に
取
づ
て
十
分
た
る
以
上
の
も
’の
を
產
出
す
る
が
故
に
、
餘
剩
は
他
の
階
級
に
ょ
っ
て
•領
有
せ
ら
れ
る
こ
と 

•

出
乘
^
.
ー
斯
:-
;<
'
'
て
-:
'
:
:
馨

_
擁

紘

鄉

分

岐

：
は

坐

_
_
;
る
：0:
:
:
而

必

^

レ

木
質
ば
、
其
_の
社
會
の
將
來
の
性
質
及
认
習
慣
の
最
初
に
し
て
且
っ
最
有
カ
な
る
原
因
で
.あ
る
。

(Literary 

Remains, 

op. 

d
r
: 

p
p
.

0152-55.30- 

• 

' 

、

ジ
日
丨
ン
ズ
.は
又
、
英
國
に
於
け
.る
商
業
の
效
梁
に
關
す
る
意
見
の
進
，歩
を
略
説
し
、「

取
引
の
平
衡」(balance.of b

a
r
g
a
i
n
)

と 

「

質
易
の
平
衡
しQ

a
l
a
n
c
e

 of trade 〕

と
の
差
違
を
明
に
し
た
。(

初

めM
d
i
n
b
u
r
g
b

. 

R
e
v
i
e
w
.

の
ー
.
千
八
百
四
十
七
年
四
月
發
行
第
百 

七
十
ニ
號
に
揭
載
せ
ら
れ
'
後
、
其
の『

遺
稿』

.の
二
百
九
十
一
ー
三
百
一
一
不
五
頁
に
弭
刻
せ
.ら
れ
た
p
n.
l
i
v
e 

p
o
u
i
'
a
l

 .
E
c
o
n
o
m
y

 

o
f
,
E
n
g
l
a
n
d
.

參
照)
o 

.彼
れ
は
這
艰
•の
主
題
を
取
り
扱
ふ
に
當
り
、

一
般
.に
知
ら
、れ
て
ゐ
な
•い
典
據
を
羅
列
し
、
誇
示
す
各
と
と
が 

な
か
っ
たo 

‘エ
.ッ
デ
ヮ
ー
ス(

F
.*Y.

 E
d
g
e
w
o
r
t
h
)

は
彼
れ
を
玖
っ
て
單
な
る
，編
年
史
家
に
非
ず
し
て
、
■哲
學
的
歷
史
家
.で
あ
っ
た
と

ジ*

1

V

ス
の
倒
橋
在
學
時
代
に
於
い
て
は
、
フ
ラ
ン
シ
'ス
•
ベ
i

n
ン
の‘

N
o
v
i

 

O
r
g
a
n
o
n

は
彼
れ
9
同
窓
學
徒
の
最
も
齋
»: 

す
る
^
想
•の
1
で
あ
つ
た
0
.彼
れ
が

ハ 
J 
シ
ェ
ル(
0 )
ぽ John 

Frederick William 

Herschel
〕、

ヒ
ュ

1

エ
ル 

C
Rn>
v
. 

w
i-s
a
H
.

w
h
e
w
‘e
u
y

及
び
其
の
他
將
來
の
碩
學
と
の
交
遊
は
、
.實
證
的
歸
納
的
知
鼢
を
愛
ず
る
の
念
を
彼
れ
の
中
に
培
養
•し
た
と
稱
せ
ら
れ
て
.

,
.

-
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.

,

.

■:
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• 

• 

• 

-
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■ 

• 
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-
i
. 

. 
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-
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.

•

.

"
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ベ
：

.

.
‘

.

.

.

**
, 

■ 

- 

-

•

'

.
 

•
;

. 

.

.

.

. 

.

.

.

.

ゐ
る 

o 
前
者
は 

D
i
s
c
o
u
r
s
e

o-
n tbe 

Study 

of N
a
t
u

-Hal 
pkilosophy,, 

1
8
3
0
,

の
著
者
で
あ
炊
、
後
者
は 

History of the
. 

• 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

■

■

:■
-■:
.
.
.
.
.
. 

- 

• 

■ 

-
•
-
.
.

Inductive. 

Sciences, ;
1
S
7

•
を
著
せ
.る
も
の
で
あ
る
。(whewell, 

op. 

d
r
. p
p
..b
.
x
.
x
x
,

〕

o
エ
ッ
ザ
ヮ
ー
ス
は
經
濟
學
に
於
げ
る 

ジ*

1
ン
ズ
の
役
割
を
以
っ
て
、
自
然
科
學
に
於
け
る
べ
ー
コン

.'

の
其
れ
の
如
く
、
‘經
驗
の
重
要
と
平
惫
な
る
概
括
の
危
險
を
訓
ふ
.る

.■に
"あ
，0
\
.

た
と
說
い
.て
'ゐ
.
.
る
.
0
'
:

經
濟
學
者
'̂
し
て
ジ
'«
1
ン
.ズ
.，は
.强
烈
に
リ
力
.丨
ド
.
.
ォ
.及
^-
其
.，の
.
.
他
の
：者
の
：演
.釋
法
に
反
.#
し

た

：
^

れ 

故
其
の
主
著
！

T

分
配
論』

に
於
い
て
、
彼
れ
等
の
方
法
に
對
す
る
敵
意
あ
る
批
評
.と
更
ら
に
徹
底
的
に
歸
納
的
な
る
も
の
に
上
ク
て
彼
れ 

等
：の
.研
究
に
取
つ
て
代
ら
ん
と
す
る
の
企
圖
に
從
事
し
た
の
で
あ
.る
。
洵
に
、

エ
ッ
デ
ヮ
ー
ス
の
語
法
を
以
つ
て
す
れ
ば
-
ジ
、
リ
ン 

"

ズ
.に
取
.つV

 “
は
、
.
.
y

力
i■
ド
オ
の
方
法
は
.、
.
.
.

ア
リ
ス
ト
ー
テ
レ
1
ス
'の
.
.
其
れ
が
■ベ
.1
.

コ
.ン
に
對
す
る
ょ
り
も
^
論
あ
る
も
、の
で
あ
.つ

た

，
，の 

で
あ
5

。
彼
れQ

著
作
は
其
れ
自
體
に
於
い
て
價
.値
あ
る
も
.
.
の
：'で
は
あ
る
が
、
然
も
、
彼
れ
の
リ
ヵ
ー

F
オ
に
對
す
る
論
難
攻
擊
は
壊 

.屢

觀

解

忙

基<-
:
:^,
の
で
あ
_

又
、
.之
れ
.と
.同
時
に
、
9
力
ー
ド
$
の
'原
理
が
唯
り
英
國
に
<0
み
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、他
：の
諸
國 

へ
に
はi€

て
は
ま
る
も
..の
で
、な
い
こ
と
を
明
か
に
す
る
が
爲
め
に
彼
れ
に
ょ
つ
て
提
供
せ
ら
れ
-^
證
觀
は
、
さ
し
て
リ
ヵ
ー
ド
オ
の
へ
論
述 

の
效
用
を
減
損
す
る
に
役
立
つ
こ
と
の
'な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
吾
人
が
地
代
を
以
つ
て
土
地
に
澍
し
て
行
は
る

、
支
拂
を
意
味
す
る
も 

.のA

一

解
す
る
な
ら
ば
"
土
地
が
支
拂
忙
對
し
て
保
有
せ
ら
る
、
あ
ら
ゆ
る
特
殊
の
制
度
に
對
し
て
別
箇
れ
地
代
學
說
が
存
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
こ
と
は
疑
ひ
も
な
い
所
で
あ
る
が
•、
而
も
、
吾
人
に
し
て
浩
む
地
代
を
以
つ
て
あ
ら
ゆ
る
較
差
的
利
益
に
對
す
る
支
.拂

.を

意

味

す
 

蔹
も
の
と
解
す
る

，

な
ら
ば
、然
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
、或
る
秸
殊
の
土
地
保
有
制
度
の
下
に
於
い
て
"
借
地
人
が
其
の
保
、有
地
の 

...
十
定
の
故
差
的
利
益
ぞ
支
拂
玟
く
^
て
享
有
す
る
^
ら
ば
’
菩
人
仗
最
れ
等
の
^:

る
を
#
^.
;
き
^
ぁ
.る
？
斯
ぐ
0
:如
& :
場
合
に
は
、
、_
れ
は
其
(0
.

離̂
の
眞
の
經
濟
地
代
の
ー
免
配
分
東
保
有
す
る
も
の
.と
«
せ
麵
る
；可

::
.き
で
あ
-る
。
-
.*
- 

. 

'

:

: 

- 

•

.-

%

»〜

\
ズ
，の
經
濟
學
上
に
於
け
る
最
大
な
る
效
績
は
、
彼
れ
.が
夙
に
一
千
八
百
三
十
年
代
に
於
い
て
歸
納
法
の
必
要
を
承
認
せ
斧 

§

す
る
.？
.概
れ
ぼ
.
の
晤
把
_
英
國
に
於
げ
备
歷
把
的
方
法
.の
_

立

的

代

表

鸯

と

凊

ぼ

れ

セ

ゐ

：る
々
*

れ

は

經 

勝
制
度
間
の
歷
史
的
相
.違
に
鄴
し
て
更
ら
に
大
な
る
注
意
を
拂
ふ
！

？

き
と
と
を
勸
吿
し
た
。
彼
れ
は
芷
銃
派
經
濟
學
盏
の
多
數
ビ
ょ
づ

.
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古

版

總

濟

書

解

題

:
 

•。

ニ

o 

C

九
ム 
一o)

'て
、採
ら
れ
た
狹
隘
な
る
見
‘解
が
、
斯
裂
の
最
も
童
要
に
し
て
且
っ
.興
味
あ
る
方
茴
の
一
た
る
經
濟
的
影
響
と
社
會
制
度
と
の
間
の
關
係 

を
無
視
せ
'る
こ
4
を
酃
難
し
た
。
被
れ
は
、
.經
濟
學
荠
等
が
、.
.人
類
將
涞
の
®
福
及
び
繁
榮
£
凤
献
す
る
所
最
，

f

多
き
諸
制
度
を
會
得 

-
し
而
し
て
之
れ
に
關
し
て
爲
政
家
に
.勸
.吿
す
る
を
得
る
が
爲
め
，に
は
、
須
ら
く
歷
史
的
精
祌
を
有
し
.て
.
人
問
社
會
發
達
の
過
去
の
經 

路
を
觀
察
す
可
き
こ
と
を
力
說
し
衣
。
斯
く
て
•
彼
れ
と
略
ぼ
同
時
.代
の
人
、
ォ
ー
.ギ
ュ
•ス
ン
ト
が
、經濟的現象の他の社會
 

的
窜
實
と
交
錯
す
名
こ
と
極
め
て
大
で
あ
っ
て
之
れ
に
關
す
る
別
简
の
科
學
を
_
成
す
名
を
以
っ
て
不
可
能
と
認
め
、•
經
濟
學
が
他
の

を
以
っ
て
經
濟
學
の
.一

部
門
と
看
做
し
た
。
彼
れ
は
又
、
經
濟
法
則
の
相
對
性
を
领
調
し
、
而
し
て
之
れ
を
顧
み
ざ
る
の
故
を
以
っ
て
バ 

正
銃
學
派
を
非
難
し
た
。
彼
れ
は
、
制
度
及
び
慣
習
が
、
リ
カ
ー
ド
ォ
に
よ
っ
ズ
分
析
せ
ら
る
\
が

如
-§
-
經

濟

的

勢

ガ

の

實

際

に

無

效
 

な
る
が
如
き
社
會
を
取
り
扱
ひ
っ
、
あ
る
際
に
は
、.
•

一

般
經
濟
法
則
は
興
味
あ
る
も
.の
.で
も
、‘
又

有

用

な

、
.る

も

の

で

も

な

い

こ

と

を

主
 

張
し
た
。
愛
に
後
华
の
フ
リ
，丨
ト
グ
ッ
ヒ
•
リ
ス
ト
の
語
氣
が
窺
は
れ
る
0
.然
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
、
事
實
上
、
ア
グ
ム
•
ス
ミ
ス
と
• 

歷
史
學
派
の
中
逾
に
立
っ
も
の
で
あ
る
-
彼
れ
は
'
.ゴ
、ン
ナ
ー

(E. 

p K. G
o
n
l
e
r
)

の
言
ふ
が
如
く
、
歷
史
的
な
る
に
於
い
て
前 

者
に
優
：o
>*
後
者
に
劣
る
。
彼
れ
は
本
原
的
典
據
，に
良
賴
す
る
と
と
が
な
か
っ
た
。
•彼
れ
は
べ
ー
コ
ン
と
等
し
く
、
何
等
極
め
'て
顯
著 

な
る
發
.見
に
よ
っ
て
彼
れ
の
新
方
法
を
實
證
す
る
こ
と
が
な
か
，っ
た
。
彼
れ
の
著
作
は
如
何
な
る
新
原
理
を
も
確
立
せ
る
も
の
と
稱 

.せ
ら
る
X

を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
是
れ
等
の
も
の
は
襲
き
，に
構
成
せ
ら
れ
た
他
の
も
の
に
修
正
を
加
へ
た
に
過
ぎ
-ざ
る
も
の
で
あ

つ
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.

マ
カ
ラ
ッ
ク
の
如
き
リ
カ
ー
ド
オ
の
忠
實
な
る
學
徒
は
、
固
よ
り
ジ
S
丨
ン
ズ
の『

分
配
論』

の
傻
値
を
認
め
な
か
っ
た
。
彼
れ
は
.其 

の

Liter.atul:e of political 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

l'co
4
5
.に
於
い
て
、■
本
書
を
以
つ
て

、

.主
と
し
.て

リ

カ
ー

ド
オ
に
.よ
つ
て
説
き
明

さ
れ
た
が
如
ぎ
地
代
理
論
良
對
す
る
筋
違
ひ
，に
し
セ
，不
適
當
な
る
批
評
の
引
き
續
き
か
ら
成
る
も
の
と
做
'し

"

恐

ら

く

は

此

の

著
に
就 

い
て
一
言
す
る
の
必
要
は
殆
ん
ど
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
と
稱
し
て
ゐ
る
。(P. 

33.)

o
ジ

ョ
ン
•
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
•
ミ
ル
は
其
の『

原
理』

 

，に

於

い

て

一

稗

な
•ら
ず
彼
れ
の
著
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
其
‘の
價
値
$:
•
認
»;
る
こ
と
が
茜
だ
不
充
分
で
.あ
つ
た
。(

M
i
p

 

F
r
i
n
c
i
p
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of Political 

w

o

n
 ed. Ashley, 

1917, .pp. 

252, 

307, 

310, 

3
1
6
0
0

獨
逸
歷
史
學
派
の
耆
宿
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
.ム
•
ロ
ッ
シ
ャ
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1

す
ら
も
、彼
れ
を
以
つ
て
、
リ
カ
.1

ド
オ
の
地
代
說
を
充
分
に
理
解
し
な
か
つ
た
も
の
と
做
し
て

ゐ

る
。(Geschicht

-n)
N
a
t
i
o
n
a
l
-

 

roe
k
8
0
m
i
k
.

 in 

D
e
m
s
c

s-and, 

2. 

A
uf-
'1924, 

S. 

£
4
.
)
。

而
も
、
本
書
は
今
や
、
資
本
主
義
制
度
の1

特

殊

問

、題

た

る

地

代

の 

詳
說
に
其
の
織
納
的
方
法
1
使
用
せ
.る
も
の
と
し
て
經
濟
學
史
上
に
於
け
る
其
の
地
位
を
承
認
せ
ら
れ
や
ぅ
と
し
て
ゐ
る
。
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附
記〕

.吾
人
は
、
リ
チ
ャ
ー
f

ジ
ョ
ー
ン
ズ
の『

分
配
論』

に
就
い
て
呔
.昭
和
十
ニ
-¥
-阪『

經

濟

殴

史

』

上

卷

に

於

い

て

稍

や

詳

細

な

る

‘
解
說
を

'
'■

ニ

：：
--
.
-
.:.蒸

：た:.
'.
9

:

^

.
再
び
之
れ
が
•解
題
を
.草
す
る
こ
と
X
.し
た
。
吾
人
は
固
ょ
り
全
部
稿
を
新
に
し
、
！

i

き
に
幾
分
詐
細
に
紹
介
し
た
點
は
"
能
ふ
限
り
簡 

堪
に
叙
述
す
る
こ
.と
\

し
た
の
で
ぁ
る
が
、
而
も
籀
ほ
、
幾
分
同一

の
引
用
を
行
ひ
、同1

の
記
述
を
爲
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

古
豚
經
濟
書
解
爾
.

上


